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日
本
の
農
林
水
産
業
の
た
め
に
。

私
た
ち
の
活
動
は
、

常
に
社
会
と
と
も
に
あ
り
ま
す
。

農
林
中
央
金
庫
の
基
本
的
使
命

│
系
統
信
用
事
業
に
お
け
る
全
国
金
融
機
関
│

　

当
金
庫
は
、
大
正
12
年
に
「
産
業
組
合
中
央
金
庫
」と
し
て
設
立
さ
れ
、
昭
和
18

年
に
名
称
を
現
在
の「
農
林
中
央
金
庫
」に
改
め
ま
し
た
。
現
在
は「
農
林
中
央
金
庫

法
」を
根
拠
法
と
し
、
市
町
村
段
階
の
協
同
組
合
と
都
道
府
県
段
階
の
連
合
会
な
ど

を
会
員
（
出
資
者
）と
す
る
協
同
組
織
の
全
国
金
融
機
関
で
す
。
ま
た
、
農
林
中
央

金
庫
法
第
一
条
の
規
定
に
よ
り
、
会
員
の
み
な
さ
ま
の
た
め
に
金
融
の
円
滑
化
を
図

る
こ
と
に
よ
り
農
林
水
産
業
の
発
展
に
寄
与
し
、
国
民
経
済
の
発
展
に
資
す
る
と
い

う
重
要
な
基
本
的
使
命
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
使
命
を
果
た
す
た
め
、
当
金
庫
は
、
J
A
、
J
F（
漁
協
）を
中
心
と

す
る
会
員
の
み
な
さ
ま
か
ら
の
預
金
や
農
林
債
の
発
行
に
よ
る
調
達
に
加
え
、
市
場

か
ら
調
達
し
た
資
金
を
も
と
に
、
農
林
水
産
業
者
、
農
林
水
産
業
に
関
連
す
る
一
般

企
業
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
な
ど
へ
の
貸
出
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
有
価
証
券

投
資
も
あ
わ
せ
て
行
う
な
ど
、
資
金
を
効
率
的
に
運
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
会
員
の

み
な
さ
ま
へ
安
定
的
に
収
益
を
還
元
す
る
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
金
融
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 信用事業を中心とする系統組織の仕組み

農林中央金庫法第一条

農林中央金庫は、農業協同組合、森林組合、漁業協同組合その他の農林水産業者の協同組織を基盤とする金融機関と
してこれらの協同組織のために金融の円滑を図ることにより、農林水産業の発展に寄与し、もって国民経済の発展に
資することを目的とする。
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農林中央金庫のCSR

＜全国金融機関としての役割＞
農林中央金庫

＜都道府県ごとの統括組織としての役割＞

＜協同組合を利用いただく組合員等＞

農業協同組合（JA）
全国794*

漁業協同組合（JF）
全国172**

森林組合（森組）
全国726*

預金等 貸出・金融サービスの提供等

貸出・金融サービスの提供等預金等

貸出・金融サービスの提供等預金等

ＪＡ信連 ＪＦ信漁連 森連

農業者等 漁業者等 林業者等
*平成20年4月1日現在の数字です。　**平成20年7月1日現在で信用事業を実施しているJFの数です。
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農林中央金庫のCSR

農
林
中
央
金
庫
の
C
S
R

│
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
み
な
さ
ま
の
信
頼
を
得
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
通
じ
、
設
立
以
来
変
わ
ら
ぬ
社
会
的
使
命
を
発
揮
し
続
け
て

い
く
こ
と
、
こ
れ
こ
そ
が
当
金
庫
の
あ
る
べ
き「
C
S
R
」で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
│

　

1
9
9
0
年
代
以
降
、地
球
温
暖
化
な
ど
環
境
問
題
へ
の
意
識
の
高
ま
り
や
、相
次

ぐ
企
業
不
祥
事
な
ど
を
背
景
に
、
社
会
・
環
境
の
持
続
可
能
性
に
対
す
る
企
業
の
配

慮
・
責
任
が
従
来
以
上
に
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
社
会
情
勢
の
な
か
で
、こ
れ
ま
で
以
上
に
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の

み
な
さ
ま
か
ら
の
期
待
に
こ
た
え
信
頼
を
得
て
、永
続
的
に
そ
の
基
本
的
使
命
を
果
た

し
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
当
金
庫
の
C
S
R
の
原
点
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
行
の
中
期
経
営
計
画
で
は
、「
社
会
的
責
任（
C
S
R
）の
遂
行
」を
重
点
テ
ー
マ

と
位
置
付
け
て
お
り
、「
C
S
R
基
本
方
針
」と
し
て
、信
頼
の
基
盤
と
な
る
内
部
管
理

態
勢
の
強
化
と
多
様
な
人
材
が
活
躍
で
き
る
人
事
施
策
の
整
備
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、こ
れ
か
ら
も「
出
資
者
」の
み
な
さ
ま
へ
の
貢
献
、「
農
林
水
産
業
」振
興
へ
の
貢
献
、

「
社
会
」へ
の
貢
献
を
実
践
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

C
S
R
の
取
組
み
と
し
て
は
、
協
同
組
合
の
理
念
で
あ
る「
相
互
扶
助
」「
共
生
」を

念
頭
に
、
昭
和
40
年
代
か
ら
の
継
続
的
な
取
組
み
で
あ
る「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」を
は

じ
め
と
し
た
社
会
貢
献
活
動
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、金
融
機
関
と
し
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ

も
活
か
し
つ
つ
、
本
来
業
務
と
は
異
な
る
視
点
・
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
、
農
林
水
産
業
の

振
興
お
よ
び
農
村
漁
村
等
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
取
組
み
の
幅
を
広
げ
る
こ
と

で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
基
本
的
使
命
の
発
揮
と
社
会
の
持
続
可
能
な
発
展
へ
の
貢
献

が
可
能
と
な
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

 CSRへの取組分野

ステークホルダーからの信頼の基盤

人材活性化施策強固な内部管理態勢の構築

社会への貢献
　花いっぱい運動

　地球環境問題への取組み
　大学への教育・研究支援

など

農林水産業振興
への貢献

　JAバンクアグリサポート事業
　森林再生基金（FRONT80）
　JFグループの水産資源管理・

維持活動のサポート
など

出資者への貢献
　本来業務を通じた収益の還元
　系統信用事業システムサポートの
ためのさまざまな金融サービスの提供

など

CSR推進状況
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総務部CSR推進室
CSRの全体統括、

委員会・連絡会議の事務局総括、
社会貢献・環境対策の企画・実践

＜具体的な活動を行う事務局部署＞

 JAバンクアグリサポート事業の企画・実践

 森林再生基金（FRONT80）の運営

 JFマリンバンクの取組みに関する企画・実践

CSRの各種取組みにかかわる広報対応

 人事施策のうちCSRに関する活動

 環境負荷の低減に関する活動

方針協議・報告等

＜所管部の活動＞

＜営業部店におけるCSR活動の実践＞

理事会

CSR委員会

Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
の
推
進
体
制

│
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
み
な
さ
ま
の

ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る
た
め
、C
S
R
を
推
進

す
る
体
制
の
構
築
に
も
努
め
て
い
ま
す
│

　

当
金
庫
で
は
、ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
み
な
さ
ま
の

ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
ら
れ
る
よ
う
な
C
S
R
活
動
を
推
進

し
て
い
く
た
め
、平
成
20
年
7
月
に
理
事
会
の
下
部
機

関
と
し
て「
C
S
R
委
員
会（
原
則
年
2
回
開
催
）」を

設
置
す
る
と
と
も
に
、C
S
R
推
進
室
を
新
た
に
設
置

し
、体
制
の
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
C
S
R
活
動
は
、C
S
R
委
員
会
等
を
中
心

に
方
針
や
個
別
の
活
動
に
関
す
る
協
議
・
報
告
を
経
て
、

C
S
R
推
進
室
が
全
体
を
総
括
・
調
整
し
、各
活
動
を

所
管
す
る
部
署
と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
P
D
C
A
サ

イ
ク
ル
を
回
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、C
S
R
推
進
室
で
は
、こ
う
し
た
組
織
全
体

の
統
括
に
加
え
、
大
学
へ
の
教
育
・
研
究
支
援
、
環
境

負
荷
低
減
に
向
け
た
企
画
、
外
部
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
を
通
じ
た
情
報
の
収
集
と
い
っ
た
個
別
の
活
動
や
、

C
S
R
報
告
書
の
発
行
等
を
通
じ
た
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
充
実
化
に
か
か
る
企

画
に
つ
い
て
も
担
っ
て
い
ま
す
。

 CSR推進体制

個別の活動を所管部署が中心に企画・実践する一方で、CSR推進室が全体を統括し、
必要に応じて所管間の連携、外部ネットワークとの協力などを実現するほか、全体方針
との調整を行います。


